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以
で
行
な
わ
一

O
知

事

犬

彰

一

京

消

山

山

川

会

会

口

LVW

一
れ
ま
し
た
u

知
事
代
国
を
は
じ
め
泉
街
一

O
大
洲
分
I

7

E

、
一
一
本
同
日
一
五
、
市
佐
川
町
一
川
j

プ

い

/

一
多
数
を
む
か
え
て
、
団
員
九
四
六
名
、
一
野
八
品
開
団
長
、
山
中
政
古
市
一
富
田
町
会
長
引

一
消
防
ポ
ン
プ
二
五
台
が
参
加
し
、
服
忠
一
久
米
分
間
部
長
、
木
一
パ
夜
間
O
一
円
川
一
前
広
川
町
長
、
西
出
川
太
川
一

一
、
機
械
器
具
の
点
検
を
は
じ
め
も
ボ
ン
一
分
間
副
分
団
長
、
有
友
試
日
O
新
谷
一
同
市
長
作
引
火
収

一
プ
、
ハ
シ
ゴ
持
法
、
分
型
行
進
、
一
斉
一
分
団
部
長
二
人
野
与
国
C
上
刻
政
分
一

O
大
川
ハ
片
山
々
円
、
日
開
パ
日
か
二

一
政
背
中
行
な
わ
れ
、
書
や
肱
川
一
回
立
時
間
約
二
日
(
岩
崎
町
香
田
子
供
人
口
、
話

一
橋
か
り
堤
防
に
集
ま
っ
た
こ
干
の
制
探
一
日
一
一
県
市
川
協
会
長
以
一
吋
一
町
子
供
九
円
高
以
下
山
大
東
?
?
川
hrp一

一
か
ら
拍
手
を
つ
け
ま
し
た
。
一
柳
沢
分
団
研
一
民
、
山
川
誠
一
ほ
か
一
一
一
(
川
市
尽
仙
川
状

一
ま
た
、
こ
の
日
、
消
防
活
動
に
陥
力
一
一
名
一
口
付
日
川
ぱ
川
人
私
れ
れ
山
内

二
ぜ
れ
た
団
体
、
個
人
に
知
事
、
市
長
、
一

O
市
長
夫
将
一
口
一
主
井
伊
政
ぶ
ほ
か
九
ん
じ
(
消
火
凶

一
団
長
、
消
防
協
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
一
平
野
分
団
川
只
、
ア
郡
日
正
弘
円
い
か
一
力
)
O
U
ι
州
市
慨
は
か
五
色
{
柏
山

一

彰

状

と

請

状

が

贈

ら

れ

ま

し

た

。

竺

四

一

色

一

足

の

無

償

問

J

一
表
彰
ぷ
等
法
、
次
の
と
お
り
で
す
っ
一
@
同
長
表
彰
一
日
開
日
日
出
川
状

恒

例

の

大

洲

市

一

自

信

)

一

荷

分

団

去

、

西

川

些

ほ

か

五

十

大

川

出

火

山

以

五

T

消
防
団
の
出
ぞ
め
一

(ω
円

ぶ

消

防

協

会

長

表

彰

一

五

名

式
咋
さ
る
三
日
一
員
団
長
、
松
下
一
二
五
言
語
定
足
一
五
周
年
記
念
、
日
仁
問
問
、
川

Z
M
ι
日
ド

観衆から拍手

=消防出ぞめ式ニ
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一

や

健

康

状

態

、

家

庭

の

こ

と

な

ど

を

よ

一

受

胎

調

節

を

実

行

す

る

こ

と

で

す

。

お

産

は

若

い

う

ち

に

一

く

考

え

て

一

最

近

、

若

年

層

を

中

心

に

人

工

妊

娠

一
①
は
じ
め
の
子
供
を
い
つ
生
む
か
一
中
絶
が
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
た
め
不

ま

ず

家

族

計

画

た

て

て

一

詩

人

生

む

か

一

妊

症

や

習

慣

量

流

産

に

な

り

、

平

供

一
③
出
産
の
間
隔
を
ど
の
位
あ
け
る
か
一
が
ほ
し
く
な
っ
た
と
き
に
は
も
う
で
き

震
計
画
と
は
、
い
か
に
し
て
害
金
福
な
閉
る
い
震
を
つ
く
る
か
と
一
宮
署
季
節
は
い
つ
が
よ
い
か
一
な
い
と
い
う
不
幸
な
ケ
1
ス
が
ふ
え
て

上
手
に
子
芝
生
む
か
の
工
夫
と
、
生
い
う
こ
と
で
す
。
一
な
ど
を
詰
し
て
こ
れ
を
成
功
さ
せ
一
い
ま
す
。

ま
れ
た
子
供
を
立
派
に
育
て
、
親
孝
家
族
計
百
、
露
と
同
時
に
年
令
一
る
た
め
に
最
も
適
切
実
法
を
選
ん
で
一
人
工
妊
娠
中
絶
は
、
母
体
の
健
康
を

、‘

ι

‘
‘
〓
〓
c

、
‘
〓
一
そ
こ
な
う
の
み
で
な
く
、
人
命
軽
視
の

2
3
、、注
s
a
s
s
-巳

g
a
s
h
S
E
E
S
5
3
5
3
S
E
E
R
N
号、=、、、、
3
5、=、対掲
h
部
部

-
-
N
N
E

一一
風
潮
を
も
た
ら
し
ま
す
。
ま
た
、
母
体

欠
乏
の
せ
い
で
す
O
B
2
は
日
光
の
走
り
に
表
わ
れ
て
き
ま
す
。
一
の
健
康
あ
っ
て
こ
そ
、
健
康
な
子
供
が

健
一
一
康
二
紫
外
線
に
弱
く
、
す
ぐ
こ
わ
さ
れ
る
性
芳
四
に
は
、
、
わ
が
菌
、
こ
と
に
表
一
生
ま
れ
、
健
全
に
育
て
ら
れ
る
と
い
う

F

一
質
か
あ
る
の
で
、
急
に
強
く
な
っ
た
日
日
本
で
は
、
春
先
き
に
か
ら
っ
風
が
多
一
こ
と
を
考
え
て
み
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ζ
一
春
に
日
を
鏡
に
-
つ
つ
し
て
み
る
え
ざ
し
に
責
任
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
く
砂
ぼ
こ
り
を
ま
き
あ
げ
る
の
で
、
そ
ん
か
。
(
保
険
軍
事
同
)

4
F
一

お

や

と

思

つ

ほ

ど

赤

く

血

走

っ

て

い

ま

ん

。

れ

が

自

に

は

い

る

こ

と

も

原

因

と

思

わ

一

す

。

そ

の

原

因

の

れ

ま

す

。

暖

か

く

一

お

も

な

も

の

は

結

三

F

3

合

~

旨

ヲ

な

る

に

つ

れ

て

戸

ぷ

で

す

。

こ

れ

春

と

肱

・

航

外

活

覇

が

盛

ん

に

は

、

結

膜

炎

の

原

な

り

川

指

先

で

ほ

困
に
な
る
ビ
ー
ル
ス
が
、
一
容
の
、
領
一
度
と
春
先
に
は

B
2
の
多
い
レ
パ

l
ゃ
、
こ
り
の
は
い
っ
た
日
を
こ
す
る
た
め
に

湿
気
に
勢
い
を
得
て
活
躍
す
る
た
め
と
卵
紛
乳
、
大
豆
製
品
を
た
く
さ
ん
食
べ
結
膜
炎
に
な
り
や
す
い
。
帰
宅
し
た
ら

い
わ
れ
ま
す
。
ふ
つ
一
つ
の
薬
で
は
な
る
こ
と
で
す
。
手
を
よ
く
洗
う
と
と
も
に
目
薬
を
さ
し

か
な
か
直
ら
な
い
か
ら
、
一
事
門
医
に
早
芳
三
に
は
、
長
か
っ
た
冬
ご
も
り
か
て
お
く
こ
と
で
す
。

く
み
て
も
ら
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
ら
解
放
さ
れ
て
、
心
が
つ
き

Z
Cし、

芳
二
の
原
因
は
ビ
タ
ミ
ン

B
2
の
不
安
定
に
な
る
の
で
、
そ
れ
が
目
の
血

広
告
成
功
術

世
界
一

O
O人
の
物
語
全
集

少
年
世
界
文
学
全
集

世
界
文
学
全
集
芳
四
十
八
巻

新
日
本
文
学
全
集
芳
三
十
四
巻

胃
袋
旺
盛
な
ス
タ
ミ
ナ
を
保
つ
法

た
ば
こ
は
、
灰
皿
の
あ
る
と
こ
ろ
で
、

(2) 

あ

す

の

営

農

日門

u
a
q
E』昭和 39年 3月朝1法三司す夢"

大

洲

図

書

館

号

世
界
の
旅

ケ
ネ
デ
ィ
ジ
ュ
ニ
ア
版

経
営
学
へ
の
招
待

式
辞
・
挨
拶
・
ス
ピ
ー
チ
・
司
会

斜
学
図
説
シ
リ
ー
ズ
芳
五
巻

お
や
じ
操
縦
法

な
ぜ
な
ぜ
理
斜
学
習
絵
文
庫

芳
一
巻
J
L
A六
呑

一
一
且
購
入
図
書

7 ヲ赤

六
州
農
業
改
良
普
及
所

濡
れ
に
ぞ
濡
一
れ
し

女
の
搭

外
道
忍
法
帖

忍
者
月
影
抄

し
ろ
ば
ん
ば

美
少
女
、
蟹

本
の
中
の
世
界

女
優
の
愛
と
死

愛
と
死
を
み
つ
め
て

虹
の
十
字
架

喜
び
と
悲
し
み
が
い
っ
ぱ
い

で
っ
ぺ
ん
野
郎

愛
と
死
の
か
た
4
A打

放
れ
時
日
記

誘
惑
者
の
手
記

夢
の
超
特
急

泥
の
勲
章

愛
の
装
飾

朝
焼
け
富
土

新
篇
丹
下
左
膳

EE匪霊霊園
総数 3件

死者 0 

傷者 2名

物損 6 5万円 | 
ー(大掛H署管内)

館

O
上
頚
戒
毎
月
八
日
二
一
十
日
(
八
一
と
力
づ
け
て
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す

心

配

ご

と

相

談

一

l
十
二
時
)
上
須
戒
連
絡
所
石
田
、
天
気
の
よ
い
日
は
だ
い
ぶ
ん
一
一

品
一
気
軽
る
に
ご
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
一
暖
く
な
り
ま
し
た
。
こ
う
な
る
と
厚
地
一
一

日

を

一

部

変

更

一

一

の

オ

ー

バ

ー

な

ど

は

い

ら

な

く

な

る

で

一

一

O
大
洲
毎
月
沙
一
水
旺
芳
三
水
町
芳
一

r
A人
口
γ
ゲ
必
引
川
h
u
t
-
-
d
J
一
し
ょ
ぅ
。
ど
っ
せ
手
を
述
守
口
ず
に
お
く
一
一

回
水
位
(
丁
四
時
)
主
一
水
位
一
必
¥
必
ソ
ヰ
鶴
堅
一
の
宮
、
百
で
も
阜
く
ク
リ
l
ニ
ン
一
一

(
七
|
九
時
)
大
洲
市
公
会
堂
一
ペ

J
A
F見
守

aw一
グ
屋
へ
出
す
な
り
、
自
分
で
よ
ご
れ
を
一
一

O
平
野
毎
片
八
日
、
二
十
三
日
(
八
一

f
-
J
L
;
1
1

一
お
と
す
な
り
し
て
片
附
け
て
し
ま
っ
た
一
一

l
十
二
時
)
平
野
連
絡
附
一
女
昼
と
夜
の
長
さ
が
ひ
と
し
い
と
い
わ
一
ほ
う
が
無
難
で
す
っ
箱
に
入
れ
る
場
合
一
一

O

南
久
米
毎
月
八
日
、
二
十
三
日
(
一
れ
る
春
分
の
日
は
、
こ
の
三
月
二
十
日
一
に
は
、
新
聞
を
敷
い
て
(
印
刷
イ
ン
ク
一
一

九
i
正
午
)
南
久
米
連
絡
所
一
で
す
。
俗
に
い
う
お
彼
岸
の
中
日
に
当
一
の
に
お
い
を
虫
が
き
り
う
た
め
)
か
ら
一
一

Q
菅
回
毎
月
十
司
二
十
日
(
九
l
一
た
り
、
春
り
し
い
思
己
し
が
感
じ
ら
れ
一
し
ま
う
も
の
を
中
表
(
な
か
お
も
て
)
一
…

十
二
時
)
菅
旧
連
絡
所
一
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
一
に
し
て
た
た
ん
で
入
れ
ま
す
。
表
側
を
一
一

O
大
川
毎
月
十
日
.
二
十
日
(
九
i
一
学
生
さ
ん
に
と
っ
て
は
い
よ
い
よ
春
一
出
し
た
ま
ま
よ
り
も
虫
の
被
害
が
少
な
一
一

十
二
時
)
大
川
連
絡
所
一
休
み
。
宿
題
の
な
い
お
体
み
な
の
で
、
一
く
て
す
み
ま
す
。
防
虫
剤
は
、
は
だ
か
一
一

O
柳
沢
毎
月
四
日
十
八
日
(
八
l
一
短
て
て
も
つ
い
の
ん
び
り
し
が
ち
で
す
一
の
ま
ま
使
わ
ず
に
、
薄
い
和
紙
で
包
む
一
一

十
二
時
)
柳
沢
連
絡
所
一
か
ら
、
家
庭
の
用
事
な
ど
は
ど
ん
ど
ん
一
と
か
、
小
さ
い
紙
袋
の
四
す
み
を
切
る
一
吋

O
煎
合
毎
月
十
日
、
二
十
日
(
九
l
一
頼
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
進
学
就
職
一
程
度
に
し
な
い
と
布
地
ま
で
い
た
ん
で
一
一

十
二
時
)
新
谷
連
絡
所
一
の
方
向
与
格
ち
着
く
と
き
で
す
が
、
白
一
し
ま
い
ま
ず
か
ら
ご
用
心
く
だ
さ
い
。
一
叫

O
三
善
毎
月
五
日
、
二
十
日
(
一

l
一
分
の
希
望
す
る
と
こ
ろ
に
進
め
な
く
て
一
ま
た
、
冬
物
の
背
広
、
ス
l
ッ
、
学
一

4

一

一

一

度

ク

リ

ー

ニ

ン

グ

に

出

し

た

ほ

う

が

よ

一

お

ろ

し

た

玉

ね

ぎ

小

さ

じ

一

一

杯

五
時
)
三
善
連
絡
所
一
も
、
あ
と
の
努
力
し
だ
い
で
ど
の
よ
う
一
生
服
な
ど
は
何
か
月
暴
け
て
い
る
一
い
で
し
ょ
う
。
コ
l
ト
高
い
だ
あ
と
一
ボ
l
ル
に
玉
子
を
号
、
お
ろ
し
た

Q
八
多
喜
毎
月
一
目
、
十
五
日
(
一
一
に
で
も
開
妬
で
き
る
の
で
す
か
ら
、
が
一
た
め
、
え
り
ゃ
そ
で
口
が
ひ
ど
く
よ
ご
一
一

一

一

一

に

、

さ

っ

ぱ

り

と

し

た

洋

服

を

着

る

こ

一

玉

ね

ぎ

と

塩

、

こ

し

よ

う

を

加

え

、

静

l
五

時

)

八

多

喜

連

絡

所

一

っ

か

り

し

て

い

る

人

訟

の

れ

ば

、

何

か

一

れ

て

い

ま

ず

か

ら

、

予

算

が

許

せ

ば

一

一

一

、

‘

一

と

が

で

き

れ

ば

、

ゎ

ぢ

わ

だ

新

調

し

な

一

か

に

ま

ぜ

な

が

ら

み

じ

ん

切

り

の

ハ

ム

I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
l
i
l
l
l
i
-
-
-
-
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1

一
く
て
も
ほ
つ
こ
う
気
分
が
改
ま
る
も
の
一
を
入
れ
ま
す
。
フ
ラ
イ
パ
ン
は
か
わ
い

一

で

す

。

一

た

布

で

よ

く

ふ

き

込

ん

で

底

を

な

め

ら

;

:

・

一

2
投
与
後
異
状
な
徴
候
の
あ
っ
た
場
一
喜
塁
手
の
出
回
り
期
。
玉
子
は
栄
一
在
し
て
か
り
火
に
か
け
、
パ
タ
l
を

~
t
~
予

坊

に

生

ワ

ク

チ

ン

投

与

一

合

は

、

す

み

や

か

に

医

師

の

診

断

一

言

問

の

横

綱

格

で

:

多

ミ

ン

A
、
一
大
さ
じ
一
杯
半
を
敷
く
よ
う
な
心
持
ち

町
二

i

l

i

!

ー

!

.

一

を

受

け

る

こ

と

。

一

B
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
蛋
白
質
な
ど
を
た
一
で
熱
し
ま
す
。
玉
子
を
入
れ
る
と
き
に

一

明

~

昭

和

・

羽

-
U
・
1
1
m
m
・
口
・
羽
生
ま
れ
の
者
一
る
ワ
ク
チ
ン
投
与
日
の
入
浴
及
び
食
一
く
さ
ん
合
ん
で
い
る
上
に
、
子
供
た
ち
一
は
フ
ラ
イ
パ
ン
を
火
か
ら
ず
り
し
て
流

J
d
J

一
事
の
制
限
の
必
憂
は
な
い
こ
と
一
の
好
物
で
も
あ
り
、
料
理
の
心
づ
か
い
一
し
号
、
た
い
ら
に
苦
し
ま
す
。

昭
和
戸
産
官
小
児
マ
ヒ
予
防
の
一
月
初
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
一
。
投
与
に
要
す
る
徴
収
金
一
一
っ
て
い
ろ
い
ろ
の
ご
ち
そ
う
が
で
一
さ
て
、
火
に
か
け
た
ら
フ
ォ
ー
ク
ま

た
め
一
ワ
ク
チ
ン
を
一
投
与
し
て
き
ま
一
(
た
だ
し
、
医
師
が
投
与
を
し
な
一
六
十
円
l
た
だ
し
、
理
度
の

E
Eま
す
。
ど
な
た
に
で
も
で
き
る
オ
ム
一
た
は
万
能
へ

Zど
で
す
ば
や
く
か
き

し
た
が
、
投
与
を
は
じ
め
て
か
ら
患
者
一
い
方
が
よ
い
と
認
め
た
妻
室
一
号
つ
育
所
得
割
課
税
世
一
レ
ツ
の
一
作
り
方
を
紹
介
し
ま
し
よ
ち
。
一

一

一

一

一

ま

ぜ

ま

す

。

こ

げ

自

が

つ

か

な

い

亭

つ

発

生

は

全

国

的

に

屈

め

て

少

な

く

な

り

一

ま

す

)

一

帯

に

限

り

ま

す

0

7

ム
レ
ツ
(
一
人
前
)
一
に
し
て
全
体
主
き
ら
い
ま
で
に
な

県

下

で

は

、

一

名

皇

室

生

も

見

至

。

注

意

一

石

以

外

の

も

の

は

無

料

で

す

。

一

王

子

二

個

一

っ

た

り

、

宣

底

を

固

ま

ら

せ

て

火

か

い
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
一
面
一
小
投
烏
後
間
も
な
い
時
期
に
外
斜
的
一
@
日
程
等
一
ハ
ム
二
枚
〈
み
じ
ん
切
り
)
一

一

一

-

一

ら

下

ろ

し

、

折

り

た

た

ん

で

事

ゼ

と

と

投

呈

準

の

高

さ

を

示

し

て

い

る

と

も

い

一

手

術

を

行

な

う

こ

と

は

避

け

る

こ

パ

タ

l
大

さ

じ

一

一

杯

一

一

一

の

え

ま

す

。

前

も

っ

て

あ

た

た

め

て

お

え

ま

す

。

一

ぞ

の

塩

、

こ

し

よ

う

、

パ

セ

リ

少

々

一

一

一

い

た

皿

に

裏

返

し

に

の

せ

、

か

わ

い

た

そ

こ

で

今

後

も

小

児

マ

ヒ

患

者

の

発

一

了
か
き
ん
で
さ
ら
に
形
を
直
し
て
、
大
さ

生

を

絶

滅

す

る

た

め

、

次

の

対

象

首

は

一

一
じ
半
杯
分
の
残
り
バ
タ
ー
を
表
面
に
ぬ

も

れ

な

く

投

与

を

受

け

ら

れ

る

こ

と

を

一

一
っ
て
つ
や
を
出
し
ま
す
。

お

す

す

め

し

ま

す

。

一

↑
肯
雨
や
雪
の
日
に
は
舗
装
さ
れ
て
い
な

。

該

当

者

一

一
い
道
は
ひ
ど
く
ぬ
か
り
ま
す
が
、
最
近

昭
和
川
均
年
い
用
1
日
か
-
以
均
年

η

一一
は
〈
み
旭
ラ
ッ
シ
ュ
が
ひ
ど
い
た
め
司
ぬ

一
か
っ
た
一
柔
道
を
泌
る
自
動
車
が
ふ
え
た

一
ょ
う
で
す
。
こ
う
い
う
道
は
、
歩
道
と

一
車
道
の
区
別
が
な
い
の
に
、
自
動
車
は

一
遠
慮
な
く
飛
ば
し
一
ム
付
く
の
で
、
道
路

一
に
面
し
た
住
宅
や
商
広
の
へ
い
や
窓
に

一
は
、
上
の
ほ
う
ま
で
ど
ろ
が
は
ね
あ
げ

一
ら
れ
て
し
ま
い
何
と
も
あ
わ
れ
で
す
。

一
ど
っ
せ
よ
ご
れ
る
の
だ
か
ら
と
い
つ
ま

一
で
も
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
木
造

一
の
場
合
く
さ
り
方
が
早
く
な
り
ま
す
し

一
よ
ご
れ
が
た
ま
っ
て
洗
っ
て
も
落
ち
な

ι
く
な
り
ま
ず
か
ら
、
週
に
一
回
ぐ
ら
い

九
は
水
洗
い
す
る
さ
つ
に
し
ま
し
ょ
う

⑨
酒
器
展
(
胡
J
早
川
γ

対
利
・
盃
等
工
芸

期
間

4
月

1
日

i
4月
間

日

主

催

郷

土

館

共
賛
観
光
協
会
・
商
工
会
議
所

⑨
切
手
・
書
翰
展

期
間

4
月

別

日

t
甜

日

主
催
大
洲
郵
便
局
・
郷
土
館

共
賛
大
洲
市
教
育
委
員
会
公
民
館

⑨
郷
土
展3

月

間

日

か

ら

会
場
城
山
台
所
櫓
土
品
欄
櫓

主

催

郷

土

館

後

援

大

洲

市

・

観

光

協

会

城

山

郷

土

昨年の交通事故

5 0件

小児まひワクチン投与日程

月 所|時 間

ろ月23日 柳沢連絡所 12時半-1時半

〆/ 新谷公民 館 2時-3時
11 平野連絡所 3時半-4時半

3月24日 大川連絡所 1時-2時
/1 菅団連絡所 1時-2時
// 南久米公民館 3時-4時

3月25日 蔵 川公民館 1時-2時
// 上須戒診療所 12時半-1時半

1/ 八多喜公民館 2時-3時
// 三善公民館 3時半-4時半「l大洲公会堂

1時-3時

3月27日喜多幼稚園 1時-3時

4名

4 0名

1 8 5万円

死者

傷者

総数

物損

屋
Ir
で
の
投
げ
す
て
は
、

やl

め
戒

し
ょ
っ


